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取組の経緯
・和歌山県みなべ町では、下水汚泥（有機性汚泥）の堆肥化施設がなかったこと
から、運搬コストをかけて、遠方で処分していた。循環型社会の構築とコスト
削減を目的に、みなべ町ほか周辺の清掃関連１１社でつくる（株）再創社が、
令和２年に「みなべコンポストセンター」を建設・運営。

取組の内容
・縦型密閉発酵機にて短期間での発酵処理を行い、汚泥肥料を製造。
・扱いやすい製品にするためペレット化し、地元で安価にて販売。
成果（見込み）
・ペレット化や安価販売により、地域農業者の利用が拡大。梅農家を中心に様々
な品目での利用が広まっている。

・発酵機増設により生産量が約６５％増加。
・市販の有機配合肥料と比較し、「りそうの肥料」を用いた施肥体系での施肥
コストは約７０～９０％減少。

2-36 下水汚泥を原料にした汚泥肥料（株式会社 再創社）
県内ペレット

2024年12月時点

下水汚泥

・有機性汚泥
（下水道処理施設由来）
（梅干製造施設由来）

・汚泥肥料（ペレット状）
・りそうの肥料

○ 株式会社 再創社は、下水道処理施設及び梅干製造施設から生じた有機性汚泥を発酵処理し、ペレッ
ト状の汚泥肥料「りそうの肥料」を製造・販売。

・梅

株式会社
再創社

（和歌山県日高郡）

・原料となる有機性汚泥の調達。
・生産量増加に伴う、新規肥料利用者への周知。
・生産コスト削減。

下水処理施設
（和歌山県内:5件）

梅生産農家等
（和歌山県内:180件）

梅干製造施設
（和歌山県:1件） 有機性汚泥から肥料

を製造・販売
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